
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅰ：研究目的 
要介護高齢者のケアマネジメントにおける口腔ケ

アや訪問歯科診療の実態を調査し、今後の歯科と介

護の連携促進、口腔ケアの普及・促進を図る上での

課題を明らかにする。 
 
Ⅱ研究方法 
北九州市歯科医師会に加入している歯科医院を対

象に郵送で調査票を配布し、３０３名より回答を得

た。（回収率５０％） 
アンケートは「基礎質問」「過去１年間の訪問歯科

診療の実態」「過去１年間訪問歯科診療を行っていな

い実態」の３項目、２６問の構成による設問とした。 
北九州市において、訪問歯科診療を過去１年間で

行った歯科医師は３８％であった。また、過去１年

間の訪問歯科診療を対象とした患者数は平均２０名

であり、訪問回数は６３．２回であった。 
訪問先は患者の自宅が７４．６％と最も高く、次

いで有料老人ホーム・グループホームなどの入居系

施設３７．‘％であった。紹介元は、診療所に通院し

ていた本人・家族からの依頼が６９．３％であり、

ケアマネジャーからの依頼は４位の２５．４％であ

った。 
要介護者の口腔ケアについては、回答者の９２％

が口腔ケアの必要性を感じていると答えた。 
ケアマネジャーとの連携については、「連携を図っ 

 

ていない」が約６０％であり、連携を図りにくい要

因については、「担当ケアマネジャーがわからなかっ

た」が６０％で最も多かった。 
また、訪問歯科医診療の実際に携わる歯科医師に

対して、他職種との連携の課題について質問したと

ころ、「口腔ケアについての知識の不足」を指摘した

ものは６０％であり、「訪問診療後の口腔ケア等の継

続がない」ことを指摘したものは４６％であった。 
 
Ⅲ考察 
 高齢者にとって口腔ケアは肺炎防止、窒息予防、

咀嚼力の維持、発音など、生活の質を維持し、高め

るうえで不可欠な機能である。 
本調査から、実際に訪問歯科診療を行っている歯

科医師とケアマネジャーおよび他職種お連携も不十

分である課題が明確となった。 
今後は、要介護高齢者の支援において、かかりつ

け歯科医についてもケアマネジャーは把握すること

が必要であり、最終受診日などをアセスメントする

ことにより、ケアマネジャー側からの連携を図るこ

とが重要である。 
また、これらの課題を解決するために、北九州市

では、北九州市歯科医師会とケアマネジャーの合同

研修会・事例検討会を実施することとしており、お

互いに顔の見える関係を構築していくことが不可欠

である。 
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平成２４年度、北九州市において、市歯科医師会、歯科衛生士会、ケアマネジャー、地域包括支援センタ

ーを含む行政等が協働して「要介護高齢者の食を支える口腔ケア対策事業」を実施した。 

本事業において歯科医師を対象にアンケート調査を実施した結果、在宅歯科診療を行っている歯科医師の

多くが、要介護高齢者の口腔ケアとその継続性の不十分さと併せてケアマネジャーとの連携が不足してい

ることが判明した。 

今後、ケアマネジャーの口腔ケアに対する理解を深め、ケアマネジメントに科・口腔保健が適切に位置づ

けられるよう、かかりつけ歯科医とケアマネジャーとの連携促進により一層取り組む必要がある。 


